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IFACは、その加盟団体とともに、グローバルな会計プロフェッション
の関連性、評判及び価値を高めることにより、公共の利益に資するも
のである。IFACの3つの戦略目標とは：

高品質な国際基準の開発、適用及び運用への貢献と促進 ;

将来に備えたプロフェッション；　そして

グローバルなプロフェッションとして発信すること。

「業務のトランスフォーメーション・アクション・プラン － 将来へのロード
マップ」は、 IFACが中小事務所委員会の支援と洞察を得て作成した
ものである。

詳細は、christopherarnold@ifac.orgにお問い合わせ下さい。
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　今日の急速で複雑かつ変化の激しい
世界では、時間は圧縮されている。アクセ
ンチュアによるある調査では、ロボティクス
の進歩により、2020年までに基本的な
会計職の仕事の40%が自動化される、
又はなくなると予測していた。10年以
内に、ボットは、会計基準や監査基準に
関するすべての専門的な質問に答えられ
る深い知識を持つ可能性は十分にある。
会計プロフェッションは、このようなペース
の変化に備えているのだろうか。

　IFACの中小事務所委員会（SMPC）
は、十分な情報に基づいて実務家が自ら
の戦略計画について、意思決定を行うこ
とができるようにするために、将来がどの
ようになるかについての認識を高めること
が必要であると強く考えている。事務所は
しばしば、プロフェッションに影響を与える
急速な変化に対して対策をたてることを犠
牲にして、クライアントへのサービスを優
先する。

　事務所の過去の成功の原動力となった
ものが、将来の成功の原動力となるわけ
ではない。リーダーが今、事務所の将来
を考え、新たな機会を受入れるために時
間を割くことが重要である。

「我々は、10年後には、会計
プロフェッションを認知しない。
実際、問題の本質は、おそら
く5年後にはそれが起きると
いうことである。」
－ Barry Melancon、
 米国公認会計士協会会長兼

CEO及び国際公認職業会計
士協会CEO

めまぐるしく
変化する
将来へ
ようこそ

https://www.accenture.com/t20150902t015110__w__/us-en/_acnmedia/accenture/conversion-assets/dotcom/documents/global/pdf/dualpub_21/accenture-finance-2020-pov.pdf
http://www.ifac.org/about-ifac/small-and-medium-practices/about-smp-committee
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　中小事務所（SMP）は、この前例の
ない環境を指南することにより、クライ
アントを支援するために有利な位置に
ある。法域にかかわらず、会計士、そし
て特に中小事務所は、引続き中小企業
（SME）に対する望ましいアドバイザー
である。会計士による中小企業に対する
専門的なビジネス上のアドバイスは良好な
業績と関連があることが立証されている：
すなわち、生存率の改善、成長、意思
決定手続の改善及び優れた財務業績で
ある。

　このユニークな優位性を最大限に活用
するために、中小事務所は、国際的な倫
理規程を遵守しながら、クライアントの適
合性（relerance）を促しつつ信頼関係
を確立し、必要とするサービスを提供し続
けなければならない。

THE ROLE OF SMPS IN PROVIDING  
BUSINESS SUPPORT TO SMES
New Evidence
A Review of the Literature

 
 

The Relationship between Accountancy Expertise 
and Business Performance
A Review of the Literature

会計事務所所属の職業会計士は、倫理
規程を遵守することが求められている。
IFAC加盟団体は、国際会計士倫理基
準審議会（IESBA）が発行した「職業会
計士のための国際倫理規程（国際独立
性基準を含む）」に記載されているもの
と同等以上に厳しい倫理規程を適用し、
運用することが求められている。

International Ethics Standards 
Board for Accountants®

Handbook of the  
International Code of Ethics 
for Professional Accountants  

___
including 

International Independence Standards

2018 Edition

https://www.ifac.org/publications-resources/role-smps-providing-business-support-smes-new-evidence
https://www.ifac.org/publications-resources/relationship-between-accountancy-expertise-and-business-performance
https://www.ethicsboard.org/international-code-ethics-professional-accountants
https://www.ethicsboard.org/international-code-ethics-professional-accountants
https://www.ethicsboard.org/international-code-ethics-professional-accountants
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　小規模事務所であれば、比較的迅速に新しい機会を利用することができる。最も重
要な課題は、これらの新たな機会を見極め、進んで適応することである。トランスフォー
メーションとは、強力なリーダーシップ、テクノロジーの受け入れ、次世代の会計士の採
用と定着、新しい方法での研修、継続的学習と人材開発へのアプローチ及び進化す
る市場のニーズの識別と順応である。

　成功する小規模事務所が将来どのように見えるかについて、単一のテンプレートは存在
しないが、業務のトランスフォーメーションのための4つの主要分野は以下のとおりである:

将来への
ロードマップ
とは
何か?

変化を受入れる

テクノロジーを活用する

人材管理への注力

事務所のオペレーションモデルの進化とアドバイザリー・サービスの構築

1

2

3

4
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　破壊の脅威や人工知能（AI）、ビッグ
データ、ブロックチェーンなどのテクノロ
ジーの影響に関するストーリーから逃げる
ことは難しい。変化は絶えず続く。不確
実性は常に存在するが、将来はオープン
で俊敏なマインドセット、継続的な改善
について新たに重点を置くこと及び急速
な変化を受入れるマインドセットが求めら 
れる。

　クライアントの期待、要求及びニーズ
は変化している。将来の重要な能力は、
近い将来のトレンドを予測し、それらの
トレンドの意義をクライアントにアドバイス
する能力であろう。小規模事務所の長所
は、クライアントとの密接な関係にある；
ニーズを識別し、要求と状況に合わせて
サービスをカスタマイズするのに適した立
場にある。

　どの組織も － 規模にかかわらず － 変革
しなければならない。変革を怠ると、プロ
フェッションの適合性が失われる。
　「将来に備えた」実務家は、この新し
い環境に適応し、さらなるスキルの獲得
と、テクノロジーの進展についての知識を
深めることによって進化していく必要があ
る。すべての事務所は、先回りして適応
する必要がある。成功するためには、合
意された方向で、 － デザインごとに － 意
図的にこれを行わなければならない。その
過程でリスクや課題が生じることもあるが、
行動を起こさないことによる長期的な影響
は、小さな前進を取るよりも悪いものとな
るだろう。

1 変化を
受入れる

「変化は速すぎても、ほとんど
失敗することはない。ほとんど
の場合、遅すぎるので失敗
する。」
－ Seth Godin作家兼起業家

https://www.ifac.org/global-knowledge-gateway/practice-management/discussion/5-steps-being-anticipatory-accountant
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　将来成功するすべての事務所の基本
となるものは、業務効率を向上させ、ク
ライアントへのサービス提供方法を促
進し、サービスの幅を広げるために、テ
クノロジーの進展を受入れることである。 
実務家は、AIの台頭を、たとえば、潜在
的な失業の観点ではなく、タスクの消失
や進化の観点から見るべきである；このア
プローチは、新しいテクノロジーがもたら
す機会に焦点を当てることにつながるであ
ろう。クライアントへのアドバイスや付加
価値を高めるために、職業的専門家とし
ての判断は今後も不可欠である。

A. 環境スキャンを実施する
　第一段階は、内側ではなく外側に目を
向けることである。世界で何が起こって
おり、それがどのように業務に影響を与え
るかを検討する。将来の事務所を位置づ
ける際に検討すべき課題は多岐にわたっ
ており、テクノロジーがその多くを支えて
いる。効率性、生産性と品質、コスト削減、
スタッフの勧誘及び新規クライアントの維
持と獲得について、テクノロジーがどのよ
うに役立つかを考えてみよう － 何が自動
化できるのか?

　事務所は、事務所のプロセスをどのよ
うに効率化できるかを理解するためにクラ
イアントと連携することを含め、自分たち
が持っているテクノロジーと、欲しいテクノ
ロジーの環境スキャンを実行することに時
間をかけるべきである。

　ベンダーのイベントに出席してどのよう
な新しいテクノロジーが利用可能であるか
を学び、事務所が外部の ITスペシャリス
トとどのように協力できるかを検討すること
も含まれるかもしれない。

テクノロジーを
活用する2

テクノロジーの採用と導入を成功させるための5つの重要な取組み：
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　事務所は、どのテクノロジーが戦略（た
とえば、成長目標とサービス提供）に最も
整合しているかを識別し、関連するビジネ
スニーズ、利用可能な予算及び市場機
会を検討すべきである。事務所は、テクノ
ロジーの進展を利用して、効率性、クライ
アント・サービス又は収益性を改善しよう
とするかもしれない。これには、リモート・
アクセス、文書管理とスキャン、マルチス
クリーンの利用、ウェブサイトの改良及び
タイムシート、請求と利益率の監視のた
めのソフトウェアパッケージの利用などが
含まれる。

　どのような新テクノロジーを採用するに
しても、強力なビジネス・ケースが存在す
ることは重要である。投資収益率（ROI）
は計算すべきであるが、新テクノロジーに
投資しないリスク（RONI）も考慮すべきで
ある。

　製品が多種多様であるため、どの製品
が最適で長期的な解決策となるかを決定
することは難しいかもしれない。他の類似
事務所と経験を共有することは、相互に
利益をもたらすことができる。

　サプライヤーを選ぶ際に考慮すべき事
項は、経営幹部の質、実績、収益性、
研究開発への投資及びクライアントと契
約などである。業務のテクノロジー・サプ
ライヤーを、長期的な関係構築投資と考
えるべきである。事務所が効果的にプロ
セスを管理できるように、実行可能なプラ
ンを策定すべきである。投資を管理する
には、コストを管理するためにサブスクリプ
ションベース又は月次更新モデルを探索
や、コストのクライアントへの請求の検討
を含む、様々な選択肢がある。 C. クラウドを採用する

　クラウド・テクノロジーは、会計業界の
主要な部分になってきた。実務家は現在、
（他の国を含む）どこからでもクライアント
にサービスを提供することができる。

　複数のオフィスを持つ事務所は、異な
るオフィスで同じクライアントについて同時
にバーチャルで作業するための簡単な方
法をスタッフに提供するために、クラウドを
利用することができる。また、クライアント
は財務諸表を「リアルタイム」で見ること
ができ、実務家はそれを使ってコスト効率
的に（バーチャルCFOのような）サービス
を実施し、提供することができる。

　クラウドはいくつかの追加コストをなくす：
たとえば、毎月数回、アップデートやバッ
クアップを行うIT契約コストは、オンライン
サービスによって自動的にアップデートされ、
バックアップされる場合には不要になる。
また、それは、社内サーバーよりも安全
だが、データ管理が重要である。事務所
は、プロバイダーとどのようにしてデータが
守られているかを追跡するために、データを
どこに保存しているかを知る必要がある。 
また、データ保護法制など、関連する法律
及び規制を意識する必要がある。

B. 長期戦略との整合性を図り、現実的な実行計画を策定する

https://www.ifac.org/global-knowledge-gateway/practice-management/discussion/how-smps-can-invest-technology
https://www.ifac.org/global-knowledge-gateway/practice-management/discussion/how-smps-can-invest-technology
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D. 社内テクノロジー・チャンピ
オンを特定し支援する

　スタッフは、テクノロジーのトレンドをフォ
ローし、可能性のある将来の機会と課題
について事務所に情報を提供する権限を
与えられるべきである。事務所は、新しい
テクノロジー・イニシアティブの実行を率
いる情熱的なチーム・メンバーを特定し、 
配置すべきである。この「テクノロジー・ 
チャンピオン」は、追加的な責務を提供で
きる「期待の星」かもしれない。

　事務所は、スタッフが働くための効率的
で楽しい環境を創出するテクノロジー・ソ
リューションへの投資を重視する必要があ
る。スタッフは、様々なテクノロジー・オプ
ションと、必要となるプロセスと社内研修
を通して考える権限を与えられるべきであ
る。実行上の課題があるかもしれないの
で、変化を進めるためには、テクノロジー・
チャンピオンが、事務所の経営者からの
支援と指導を受けることが必要になる。
時間と労力がかかることもあるので、忍耐
と根気が必要だが、コストをはるかに上回
る便益があるだろう。

　クライアントは、時間とお金を節約でき
るテクノロジーの進展について聞きたいと
考えている。バーチャル・ミーティングや
クライアント・ポータルを通じて新しいテク
ノロジーやアップグレードにクライアントを
関与させることで、旅費や追加の時間コ
ストをかけずに信頼と信用を築くことがで
きる。このアプローチは透明性を生み出
し、関係者全員の長期的なビジョンを強
調する。

　小規模事務所の利点の1つは、クラ
イアントとの関係が比較的近く、長く続
いていること、そして、選択肢（たとえば、 
「私がこのような行動を取った場合…」）
について話し合い、議論できることである。
そうすることによって、テクノロジーがどの
ように直接的に便益をもたらすかについ
て、情報を得て理解できるようになる。事
務所は、クライアントに変化を受入れるよ
う促す必要がある。テクノロジーはアクセ
ルであるが、それを効果的に利用するため
には、明確な戦略計画及び適切な人材と
クライアントが必要である。

「IFACの中小事務所のための業務管理ガイド」には、テクノロジー戦略
の策定、ハードウェアとソフトウェアのオプション、テクノロジーのリスク、 
新規及び新興のテクノロジー、そして業務のイノベーションのためのテクノ
ロジーの活用を対象としたテクノロジー・モジュールを含んでいる。

Guide to Practice 
Management for Small-  

and Medium-Sized 
Practices

4th Edition

The International Federation of Accountants

M
od

ule

Leveraging 
Technology

5

E. クライアントをテクノロジーの意思決定に関与させる

https://www.ifac.org/publications-resources/guide-practice-management-small-and-medium-sized-practices-3
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　スタッフは、すべての事務所において最
も価値のある財産である。人材管理への
投資は最も優先されるべきである。

　テクノロジーの進展は、事務所がい
かに人材を採用し、定着させるかに影響
を与えている。事務所が誰を採用する
かについて、新しい多様性がある：たと
えば、現在、データ・サイエンティストを
採用し、伝統的な学問領域を越えて採
用範囲を広げている事務所もある。事
務所は、デジタル・エコノミーのための
新しいスキルと能力の開発を通じて、ス
タッフを再構築し、将来に向けて会計士
を訓練する方法について考える必要が 

ある。世界経済フォーラムは、2022年ま
での期間に、従業員の再訓練とスキル
アップに101日間必要になるだろうと予
測している。

　専門的な能力は依然として極めて重要
ではあるが、他のスキル、たとえば共感や、
同僚やクライアントと効果的にコミュニケー
ションを図り、協働する能力は、将来の業
績にとってますます重要になってきている。
対面ミーティングを含むクライアントとスタッ
フの間の交流は、成功のために不可欠で
ある。現在、事務所で働くのは4世代で
あり、それぞれ異なるスキルとパーソナリ
ティーを持っている。成功する事務所は、

リーダーシップの高齢化及びミレニアル世
代とZ世代の台頭など、労働力の人口統
計的傾向を認識し、世代間の違いを活用
することになるだろう。

人材管理3

The Future of 
Jobs Report
2018

Insight Report

Centre for the New Economy and Society

https://www.weforum.org/agenda/2018/09/future-of-jobs-2018-things-to-know/
https://www.weforum.org/agenda/2018/09/future-of-jobs-2018-things-to-know/
http://reports.weforum.org/future-of-jobs-2018/
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A. 継続的研修と継続的人材 
開発の提供（生涯学習）

　特にデジタルスキルについて、最新の
状態を維持するため、すべてのスタッフは、
毎週時間をかける必要がある：たとえば、
特定のタスクを完了するためにテクノロ
ジーを活用する、デジタルテクノロジーが
ビジネスモデルを破壊している状況を理解
することなど、専門知識構築だけに注力
するのではない。継続的な研修及び人材
開発プログラムは、経験豊富なスタッフが
新入所者の研修や指導の権限を付与さ
れながら、あらゆる階層のすべてのスタッ
フに利用可能であるべきである。

　従業員は、個別の人材開発、コーチング
及びその他の学習機会を必要とする。事
務所は、従来の教室やオンラインでの設定
とは別に、研修方法を検討する必要があ
る。これには、スタディ・グループ、事例
研究、シミュレーターの利用、ゲーミフィ
ケーション、ナノ（10分間）学習などが含
まれる。

　事務所は、研修や人材開発のために
行っている取組みや投資を公表すべきで
ある。これにより、市場に強力なメッセー
ジを送り、次世代の求職者を惹きつける
ことができる。

B. スタッフにイノベーションを
権限委譲する

　次世代のスタッフは、迅速に変化をもた
らし、権限を付与され得ることを信じる必
要がある。新しい若手スタッフは、直ちに
クライアントとの対面の交流の機会を持
ち、チャレンジングな仕事に携わるべきで
ある。

　事務所のリーダーは、スタッフの意見が
重要であることを示す必要がある。全従業
員が提言できるようにすべきである。スピー
クアップ・ポリシーは、事務所全体に参
加する文化を醸成するのに役立ち、事務
所のリーダーが耳を傾け、慣行に挑戦し、
変化に対してオープンで、適切な行動を
取る姿勢を示すものである。

　すべてのスタッフ・メンバーは、潜在的
な新サービス・ライン又は他のアイデア 
－ クライアントに最も近いことが多いシニ
アスタッフ未満の者を含む － に対する提
案を行うことが推奨されるべきである。イノ
ベーションは、事務所の俊敏性とサービ
スの多様化に不可欠である。コミュニケー
ション研修やクライアント中心のマインド
セットの奨励は、スタッフがクライアントの
要望を聞き、十分に理解するのに役立つ
ことが多いため、適切なサービスを提供で
きる。このシフトは、スタッフが業務の価
値ある提案や請求する報酬水準に焦点
を当てることに役立ち、クライアントとの
間の創造性とつながりを構築できる。

C. 透明性のあるキャリアアップ
の会話に参画する

　次世代の会計プロフェッションは、キャ
リア開発と新たな能力の獲得に重点を置
いている。小規模事務所は、より迅速で
競争が多くない状態でのキャリアアップを
提供できる。スタッフは、入所時にプラン
があると信じる必要があるし、それにより彼
らが将来を見すえることができるようになる
ので、キャリアパスをめぐる透明性は極め
て重要である。

　次世代スタッフは、より正式な年次 
レビューではなく、継続的なフィードバック
の重要性を認識している。事務所のリー
ダーは、トップの気風を持ち、フィードバッ
クに対してオープンにしながら、この重要
性の認識に基づいて行動する必要があ
る。これは、将来、よりフラットな環境に
おいて、とりわけ重視されるであろう。たと
えば、リーダーは、パイロット・プログラム
を実施し、うまくいかなかった場合には失
敗を認める覚悟を持つなど、柔軟性を取
り入れる必要がある。

世界経済フォーラムは、2020年に成功するために必要な10のスキルを
概説した :複雑な問題解決、クリティカル・シンキング、創造性、人材管理、
他者との調整、感情知性、判断と意思決定、サービス指向、交渉力及び
認識の柔軟性

人材管理の5つのイニシアティブ：

https://www.weforum.org/agenda/2016/01/the-10-skills-you-need-to-thrive-in-the-fourth-industrial-revolution/
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D. フレックスタイムの導入
　「IFAC 2018年グローバル SMP
サーベイ」（SMPサーベイ）の回答者の
半数近くが、柔軟な勤務日や時間を導入
済又は導入予定である。事務所がワーク・
ライフ・バランスにどのようにアプローチ
し、スタッフの福利厚生にどのように重き
を置くかは、柔軟で多様性に富んだ人材
管理の新しいモデルにとって不可欠であ
る。鍵となるのは、信頼及び期待と成果
物の管理である。フレックスタイムやリモー
トで働く機会が機能しないことはない；ス
タッフ、事務所及びクライアントにとって
win-win-winである。

E. 様々なリクルート方法の利用
　トランスフォーメーションとは、採用アプ
ローチを変え、会計プロフェッションに就く
ことは魅力的なキャリア・オプションである
ということを強調することである。事務所
は、地域の学校や高等教育機関との関
係を確立し、構築すべきである。これに
は、キャリアフェアで卒業生によるプレゼ
ンテーションを組成したり、大学卒業時に
学生にインターンシップを提供したりするこ
とも含まれる。取組みには、教育コストを
カバーするための奨学金、学習時間への
報奨及び優秀な学生に賞金を提供するこ
とが含まれる。

　若い個人がより小規模な事務所に参
加する場合の利点を強調し、アピールす
べきである。これらの利点には、よりよい
ワーク・ライフ・バランス、仕事の多様性、
仕事の努力と収入のより高い相関性が含
まれる。キャリアの早い段階でスタッフは
クライアントと密接に協働し、様々なサー
ビスを提供し、そしてシニアスタッフから学
ぶ機会が増えるとともに、昇進の可能性
も一層高まる。

　現在、すべての事務所はソーシャルメ
ディアを活用することが期待されている。
存在感がないことは、大きな機会を逃す
ことになる。小規模事務所は、最も適
切なチャンネル（たとえば、LinkedIn、
Facebook及びTwitter）を選び、人材
管理の取組みを推進すべきである。明確
で総合的なソーシャルメディア戦略が重
要である。内容は、最新かつ正確である
必要がある。ソーシャルメディアは事務所
の評判リスクがあり、これを管理する必要
がある:事務所はどのような内容が適切か
を決定し、コメントの処理方法について
明確なガイドラインを策定しなければなら
ない。

1

IFAC GLOBAL SMP SURVEY: 2018 SUMMARY

TECHNOLOGY   

TALENT 

ADVISORY SERVICES

IFACの「中小事務所のための
業務管理ガイド」には、「人材の
力：人材戦略を策定する」とい
うモジュールを含んでいる。こ
のモジュールには、人材管理戦
略、チームの統率、従業員の
管理と定着、研修・人材開発及
び報奨・表彰が含まれている。 
また、リーダーシップのチェッ
クリストや職務記述書のテンプ
レート、人材開発プラン及び業
績同意書を含んでいる。

M
od

ule

People Power: 
Developing a 
People Strategy

4

https://www.ifac.org/publications-resources/new-global-smp-survey-reveals-keys-growth-small-accounting-firms
https://www.ifac.org/publications-resources/new-global-smp-survey-reveals-keys-growth-small-accounting-firms
https://www.ifac.org/publications-resources/new-global-smp-survey-reveals-keys-growth-small-accounting-firms
https://www.ifac.org/publications-resources/guide-practice-management-small-and-medium-sized-practices-3
https://www.ifac.org/publications-resources/guide-practice-management-small-and-medium-sized-practices-3
https://www.ifac.org/publications-resources/guide-practice-management-small-and-medium-sized-practices-3
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　中小事務所の収入の大部分は、コン
プライアンス、監査及び税務の伝統的な
サービスによって生み出されているが、ビ
ジネス・アドバイザリー・サービスの提供
においては、多様化している法域もある 
－ 一部の法域では他の法域よりも多く
なっている。中小事務所は、中小企業で
あるクライアントについて十分な知識と理
解を有しており、したがって、様々なサー
ビスを提供するために良い位置にいる。

　伝統的な事務所ピラミッドモデルは、
アウトソーシングとオートメーションが効率
性を生み出すことから変化する可能性が
高い。このため、事務所の若手スタッフ
の採用や定着は少なくなるが、デジタル
に精通した中堅スタッフも増える可能性が
ある。その結果、よりフラットで、よりプロ
ジェクトベースの構造となる。リモート/バー
チャル作業の増加により物理的な事務所
スペースの必要性が低下するにつれて、
事務所の物理的な場所も変化する可能
性がある。

　小規模事務所（たとえば、個人事務
所）では、あらゆる質問や課題に対する答
えを知らないかもしれないが、信頼できる

アドバイザーとしては、依然としてクライア
ントの要望に耳を傾け、識別することがで
き、必要であれば、解決策を見いだすた
めの他の専門家へのアクセスを容易にす
ることができる。

事務所モデルの適応とアドバイザ
リー・サービスの構築に向けた
5つの取組みとは：

A. トランザクションから 
戦略サービスへの移行

　事務所は、対応的というよりも能動的
である必要があり、データに基づく洞察を
利用して、事後から事前予測へと移行す
る必要がある。より価値の高い業務とは、
データの入力、検証及び伝統的な報告
書といったより価値の低い業務ではなく、
分析と解釈に基づいた将来に焦点を当て
たものである。多くの反復的な業務が自
動化されているため（たとえば、一部の国
では納税申告が電子化され、ソフトウェア
が請求書と領収書を自動的にコード化で
きる）、事務所には、データを分析してク
ライアントに戦略的な付加価値のあるアド
バイスを提供する機会が開ける。

　テクノロジー・ツールは、リアルタイムで
クライアントに情報を提供する機会を可能
にする。たとえば、ビジュアル・ダッシュボー
ド・レポートは、現在の数値についてクラ
イアントと毎月話し合うために、簡単かつ
迅速に作成できる。このような話合いは、
クライアントが財務的な困難を予測し、適
切な行動や意思決定をどのように行うかを
理解するのに役立つ。事務所は、適合
性を保つためには、データをさらに使う必
要がある。

事務所のオペレーション
モデルの進化とアドバイ
ザリー・サービスの構築

「実務家は、クライアントの
意思決定を支援するために、
データを貴重な情報に変換す
るという、専門知識と洞察に
よって、価値あるビジネス・パー
トナーになることができる。」
－ IFAC中小事務所委員会
 委員長
 Monica Foerster氏

4
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　SMPサーベイでは、実務家の86%
が何らかの形でアドバイザリー /コンサル
ティング・サービスを提供していると示し
ており、これは将来予想される最大の伸
びを示すサービス・ラインである。事務
所は機会を見極め、対応する必要があ
る。たとえば、ITセキュリティへの支出は、
2018年の1,010億ドルから2020年
までに1,700億ドルに増加すると予測さ
れている。注目すべき世界的傾向として
は、ITサービス、人事に関する方針や手
続き（たとえば、雇用規制）及び企業報
告の充実（たとえば、統合報告書やCSR
報告書）などがあげられる。このようなサー
ビス提供の多様化と拡大は、「将来に備
えた」中小事務所にとって不可欠であり、
競争力をつけるための重要な戦術である。

　変化に取組むプロセスの一環として、
中小事務所はまず既存クライアントのプ
ロフィールを評価しなければならない。会
計士の役割（アドバイザー、メンター及び
コーチとして）は、「ビジネス・パートナー」
として、そして、信頼されるビジネス・アド
バイザーとして働くことである。実務家は、
クライアントとより定期的かつ継続的なコ
ミュニケーションを確立し、関係を構築し、
そして提供可能なサービスの幅を明確に

伝え、促進する必要がある。クライアント
を知ることは、クライアントのビジネスに関
する事項と何が動機となっているかを理解
し、ビジネスとそのニーズに対する弱点、
ビジョン及び長期計画を聞くことを意味す
る。たとえば、彼らは事業を拡大しており、
より多くの支援が必要か?などである。

　既存クライアントには、事務所の過去
の実績に対する満足度を評価してもらうこ
とができる。このフィードバックによって、
事務所は長所と短所を識別できる。クラ
イアント・プロファイリングや内部の洞察
を通して、事務所は、将来アドバイザリー
として請求可能な、これまで無料で提供
されてきたサービスを発見することがある。
テクノロジーや基幹サービスのコモディ
ティ化を含むプロフェッションに影響を与え
る破壊者は、単に費やした時間ではなく、
価値あるサービスへの貢献にと、既存の
クライアント/事務所のパラダイムを変える
ことについての議論を推進するだろう。

C. ニッチ市場への進出
　伝統的な中小事務所のモデルを変更
する必要があるかもしれない。一部の事
務所は、もはや「すべてのクライアントに
すべてのことを行う」ことは不可能であると
判断した。ニッチ市場への提供に特化す
ることは、前進となり得る。これは、事務
所が高度な業界及び /又は専門家の専
門的理解と知識を持っている分野である
可能性がある。

　事務所は、ある業界分野に特化し、強
力な経験を有する新しいパートナーの採用
を決定するかもしれない。この新しいパー
トナーは、クライアントの特定分野におけ
る課題を理解し、長年にわたり、様々な
類似ビジネスに触れてきたことで付加価値
をもたらす。より包括的なアドバイザリー・
サービスをクライアントに提供するために、
パートナーが（リレーションを通じて内部で
も外部でも）専門家に囲まれることが、特
定の法域でより一般的になってきている。

　また、専門分野に特化することで、他
の事務所が特定の専門家の知見を必要
とする場合もあるため、新たなクライアント
を惹きつけることも可能である。

IFACの「小規模企業のためのグッ
ド・プラクティス・チェックリスト」は、
クライアントがどのような種類の支
援を必要としているかを判断するの
に役立ち、財務上の課題、戦略・環
境管理、規制上の要求事項などを網
羅している。

 

 

Good Practice Checklist for Small 
Business, Second Edition 

B. 提供サービス及びマーケティング戦略の再評価

https://www.forbes.com/sites/stevemorgan/2016/03/09/worldwide-cybersecurity-spending-increasing-to-170-billion-by-2020/#371215896832
https://www.forbes.com/sites/stevemorgan/2016/03/09/worldwide-cybersecurity-spending-increasing-to-170-billion-by-2020/#371215896832
https://www.ifac.org/publications-resources/good-practice-checklist-small-business
https://www.ifac.org/publications-resources/good-practice-checklist-small-business
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D. 付加価値を高めるための 
ネットワーク、アソシエーション
及びアライアンスの利用

　ネットワーク、アソシエーション及びアラ
イアンスは、クライアントに適合するサー
ビスを提供し、容易にするために重要な
役割を果たしている。ネットワーク、アソ
シエーション及びアライアンスに参加する 
便益には、たとえば新規クライアントへの
アクセス、幅広いクライアント経験、国際
協力の機会、研修と人材開発、ツールと
リソース及びブランド構築とマーケティング
などがある。

　他の事務所やアドバイザー（たとえば、
弁護士、コンサルタント及び IT企業）との
強力な紹介ネットワークを構築することに
は大きな価値がある。職業会計士とその
クライアントとの信頼度の高さゆえに、会
計士は、他の信頼できるアドバイザー達に
ビジネスを指揮する理想的な立場にある。
質の高い業務を担保するために他の業者
に業務を委託するときは、一連の要件や
手続を設定することが重要である。これ
は、事務所のリスク管理戦略の一部とし
て組込まれるべきである。

　ナレッジ・ネットワークを構築することで、
あらゆるレベルのスタッフが課題を解決す
るために同僚を活用し、専門家のアドバ
イスにアクセスできるようになる。バーチャ
ル・ネットワークでは、地理的な制限なしに、
いつでも誰とでもネットワーキングできる可
能性がある。

E. 定期的な戦略レビューを 
実施する

　事務所のリーダーは、事務所の戦略、
組織、サービス、文化及び運営モデル
を定期的にレビューするスケジュールを立
てることが大切である。定期的に時間を
確保して将来を考えることを優先すべき
である。現時点での事務所の現実的な
レビューだけが、リーダーを正しい戦略的
方向性に向かわせることを可能にするだ
ろう。現在の変化のペースを踏まえれば、

進化したい事務所は、今このレビューに
着手することが大切である。

　レビューは事務所のすべての領域を網
羅できる。事務所が職員を再編成し、サー
ビスを提供するために組織構造を適応さ
せる必要があるかどうかを検討することが
できる。たとえば、正式な合併や非公式
な紹介プロセスを通じて、業務を他と統
合すること、そして「ビジネス・パートナー
シップ」は、既存クライアントに即座に利
用可能な資源と新たな収入源を提供する
ことができる。

　レビューでは、価格設定に関する新た
なアプローチを探求することがある： たとえ
ば、時間単位の報酬を請求する代わりに、
事務所は、クライアントにとっての認知価
値又は推定価値に基づいて、ビジネス・ア
ドバイザリー・サービスの価格を設定する
ことができる。また、既存及び新規クライ
アント業務のプロモーションの集中的な強
化も含まれることがある。将来の中小事
務所は強力なブランドを持ち、ウェブサイト、
四半期ごとのニュースレター、ソーシャルメ
ディア及びイベントでのプレゼンスを通じた
明確なコミュニケーションにより、幅広い
サービスを提供できるということを、クライア
ントは完全に認識するようになるだろう。

中小事務所は、組織がビジネス
のストーリーを考え、計画し、そ
して報告する方法を促進するた
めの統合的な思考と報告のアド
バイスを提供することに特化し
ている。これは企業が戦略や計
画を全体的に考え、情報を踏ま
えて意思決定し、組織の業績を
管理するのに役立つ。

IFACと国際統合報告評議会の
公表物「統合思考を通じた中小
企業のための価値の創造」は、
組織が統合報告を採用し、その
便益を享受するのに役立つ。

IFAC GLOBAL SMP SURVEY:  
2015 RESULTS

THE BENEFITS OF INTEGRATED REPORTING <IR>

CREATING VALUE FOR SMEs
THROUGH INTEGRATED THINKING 

https://www.ifac.org/global-knowledge-gateway/practice-management/discussion/collaborate-compete
https://www.ifac.org/global-knowledge-gateway/business-reporting/discussion/integrated-thinking-reporting-requires
https://www.ifac.org/publications-resources/creating-value-smes-through-integrated-thinking?utm_source=IFAC+Main+List&utm_campaign=599f93cb29-EMAIL_CAMPAIGN_2017_08_02&utm_medium=email&utm_term=0_cc08d67019-599f93cb29-
https://www.ifac.org/publications-resources/creating-value-smes-through-integrated-thinking?utm_source=IFAC+Main+List&utm_campaign=599f93cb29-EMAIL_CAMPAIGN_2017_08_02&utm_medium=email&utm_term=0_cc08d67019-599f93cb29-
https://www.ifac.org/publications-resources/creating-value-smes-through-integrated-thinking?utm_source=IFAC+Main+List&utm_campaign=599f93cb29-EMAIL_CAMPAIGN_2017_08_02&utm_medium=email&utm_term=0_cc08d67019-599f93cb29-
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会計プロフェッションと中小事務所
が急速に変化する世界にサービス
を提供するために成長し、適応す
るための大きな機会が、将来は提
供される。業務のトランスフォーメー
ションは、変化の受け入れに焦点
を当てること、テクノロジーの活用、
人材開発と職員の研修の新たな
アプローチ、そして市場に適合し
付加価値のあるサービスを提供す
ることに重点を新たに置くことで、
成功を収めるだろう。

業務管理リソース

IFACの「中小事務所のための業務
管理ガイド」は、複雑化し、競争が
激化するプロフェッショナル・サー
ビスのグローバル市場において、
中小事務所がより効率的に業務を
遂行することに役立てられる包括的
なガイドである。戦略計画、スタッ
フ管理、テクノロジーの活用、クラ
イアント・リレーション管理、リスク
管理及び後継者計画など、様々なト
ピックを網羅している。

事務所の多様性の認識

すべての事務所に相違があることは認識されており、「変革」に向けた
行動のレベルは、業務のライフサイクル、パートナーのモチベーション、 
事務所規模と提供されるサービス、事務所の所在地及び対象となるクライ
アントの種類と数など、様々な要因に左右される。それぞれの事務所が取
る行動は、個々の状況と目的に合わせて適合される必要があるだろう。

その他のリソース

IFACグローバル・ナレッジ・ゲー
トウェイにアクセスして、グロー
バルなプロフェッションに影響を
与える関連記事、ビデオ及びリ
ソースを見つけ、2週間ごとに
追加されるコンテンツを要約し
た隔週のニュースレター「The 
Latest」の受信登録を行う。

Guide to Practice 
Management for Small-  

and Medium-Sized 
Practices

4th Edition

The International Federation of Accountants

めまぐるしく
変化する将来へ
ようこそ

https://www.ifac.org/knowledge-gateway/preparing-future-ready-professionals/publications/guide-practice-management-small-and-medium-sized-practices?utm_source=IFAC%20Main%20List&utm_campaign=069d780c46-SMP_Press_Release_9_14_169_13_2016&utm_medium=email&utm_term=0_cc08d67019-069d780c46-80393677
https://www.ifac.org/knowledge-gateway/preparing-future-ready-professionals/publications/guide-practice-management-small-and-medium-sized-practices?utm_source=IFAC%20Main%20List&utm_campaign=069d780c46-SMP_Press_Release_9_14_169_13_2016&utm_medium=email&utm_term=0_cc08d67019-069d780c46-80393677
http://www.ifac.org/gateway
http://www.ifac.org/gateway
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